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下、PS)が 0～2の患者を対象にし、132名(男性 35名，女性 97名，平均年齢 59.7歳，標















名、女性 98名、不明 2名)を対象にニーズ調査を実施している（PSが 0～2、平均年齢 66.3
歳、平均罹患期間 3.53年）。さらに、心理的サポートへのニーズや心理状態に影響を及ぼす

































































ように、具体的に取り組み方を話し合う。すなわち、第 3回のテーマを第 2回と第 4回の間
に導入することにより、自身を客観視し、改めて不安や心配事に取り組めるようにするもの








































構成する博士論文本審査委員会が設置され、2020 年 6 月定例心理学研究科会議において、
本審査委員会より博士論文提出の要件について、要件を満たすことが確認されたとの報告
がなされた。本審査委員会は提出された学位論文の内容について審査するとともに、2020年
6 月 18 日最終試験を実施し、試験終了後、本審査委員会が開催され、委員全員が「合」す




聴会は 2020年 8月 5日に実施された。2020年 9月 2日定例心理学研究科会議において、提
出された学位論文について、論文内容の要旨、論文審査結果の要旨、修得単位について説明
があり、博士の学位の授与の議決が行われ、博士後期課程修了（博士の学位授与）が承認さ
れた。 
本学位論文は、次の点で高く評価できる。 
第一に、本論文は心理学研究科が定める学位論文（博士論文）審査基準を満たし、がん患
者の心理社会的問題をテーマにした臨床心理学の学位論文（博士論文）として高いレベルに
達している。すでに、第Ⅱ章の研究は、日本における心身医学領域の主要学術雑誌である心
身医学に論文（査読付き）が掲載されている。第Ⅳ章の研究は、高度医療や末期医療におけ
るメンタルケアをはじめ、医療の場での精神的問題を専門的に扱う総合病院精神医学雑誌
に論文（査読付き）が掲載されている。 
第二に、基礎的な調査研究から応用的な臨床的研究に至る展開も論理的で、目的の達成に
向けて緻密にそして着実に研究を積み重ねている点からも研究者としての高い能力を示し
ている。 
第三に、第Ⅱ章および第Ⅲ章でスピリチュアルに関するニーズのうち日本人においては
「宗教・信仰」とは別に実存的問題に関する因子が抽出されたこと、第Ⅲ章でがん患者のコ
ーピングスタイルをクラスタ分析し性格特性と気分状態との関連を見出したこと、第Ⅴ章
で腎移植患者との比較からがん患者特有の心理社会的諸問題に関するニーズを明らかにし
たこと、第Ⅶ章では実存的グループ療法・プログラムにより特に絶望感が高い群についてス
ピリチュアルに関連する QOLの改善を確認し、さらに、そのプロセスについても明らかにし
たことなど、新たな知見が得られ、本論文は、がん患者が抱える実存的苦痛の緩和という困
難かつ重要な課題に取り組んだ研究であり、その解決に向けて大きく貢献するものである
と考えられる。 
